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Abstract 
For the purpose of manufacturing highly-reduced briquettes from pyrite cinder， suitable manu-
facturing conditions for highest qualities of briquette were studied by us. 
Results obtained are summarized as follows : 
(1) Briquettes with a degree of reduction over 90% are obtained from pyrite cinder， when 20% 
。fcoal is added. However， in addition to this percentag巴 ofcoal， bri吐uetteshaving maximum com開
pressive strength can not be obtained 
(2) 15% coal addition is suitable for obtaining maximum strength 
(3) The greatest trouble in manufacturing the reduced briquettes from pyrite cinder is that it 
causes numerous cracks upon五ring. This results in lowering strength and consequently in pul-


























として御提供いただいた。 この硫酸浮の粒度を調査したところ +10メッシュから -325メッ
シュまで、広範囲にわたって重量的にほぼ-様な分布状態を示した。














表-1 供試硫酸浮の化学組成 (70) 





0.93 I 0.41 
高圧裂回，高温還元焼成併用による粉鉄鉱より高還元度ブりケットの製造に関する研究(第5報) 951 











表-2 夕張炭の工業分析値 (%) 
29 I 40.04 I 50.56 I 8.11 I 7，745 
表 3 原料配分比一覧表
硫酸浮[夕張炭|ピ .ノ チ
90 10 3 
85 15 3 
80 20 3 



























ないろいろな問題を起し重要であるので， 以下 100~200 メッシュの硫酸淳を原料とした場合
について簡単にまとめて記述することとする。
a) 石炭を 10%配合した場合; ブリケットの表面は 1，2000C，60 minで多少の溶融がみ








では 30min， 1 ，2000 および 1，2500C では 15minラ 1 ，3000C では 5~15 minの間であった。
c) 石炭を 20%配合した場合; ブリケット表面の溶融は 1，2000Cおよび 1，2500C では
60 min， 1ヲ3000Cでは 30min以上焼成した場合にわずか認められ， 1，300oC， 60 minでは溶融
による変形が観察された。したがって亀裂の再融着は一般に不十分であった。また 1，1500Cお
よび 1，2000Cでは 60minフ 1，2500Cでは 30min， 1ラ3000Cでは 15min以上焼成した場合に相当
な焼成収縮がみられ，激密なブリケットが得られた。
d) 石炭を 25%配合した場合; 焼成条件にかかわらず表面の溶融はまったく認められず
またほとんど収縮しなかった。亀裂はほとんど発生しないが，非常に脆弱でとくに表面がはく
離しやすい状態にあった。
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図 6 耐圧強度におよ iますがu支条件二の影響


















































































図 9 焼成時間による内部組織の変化 (XlOO) 







各条件で焼成さわしたブリケット中より 1例として硫酸伴の粒度 100-200メッシュ， 石炭
配合量20%，焼成温度 1，2500Cの条件で得られたものを選ひ.焼成時間による組織の変化を顕





















(2) 石炭の配合量が 15%以下のブリケットは低温ヲ 短時間の焼成では良好なブリケット
が得られるが，高温で比較的長時間焼成することにより再酸化を受けて表面から溶融が起りつ
いには流動変形するにいたる この状態では耐火材をはげしく溶食するので注意を要する。









(6) 適当な焼成条件は石炭の配合量によって変化し， 15%配合では 1，2000C，15~30 min， 
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